
令和８年度 学 校 経 営 長島町立平尾小学校
Ⅰ 経営方針
１ 学校経営の基調

諸法に基づき，県・地区・町教育行政を踏まえ，創立１４９周年のよき校風・伝統を受け継ぎ，２１
世紀の担い手にふさわしい生きる力・自律・自立を育む平尾小の教育を推進する。

２ 学校経営の方針
公教育の理念に立って，教師としての使命感と専門職としての自覚にもち，知・徳・体の調和のとれ

た生きる力・自立を子供に育むとともに，人権意識を高め，一人一人の個性や可能性を伸ばし，主体的
に夢の実現と自立に向かう生き方を身に付けた子供を育成する。

（１） 学習指導要領に対応した教育課程を編成し，その完全実施と改善に努め，自ら考え，心豊かにたく
ましく生きる力を育み，生涯学習の基盤作りをめざす。

（２） 自律・自立に向けて「元気いっぱい 明るい笑顔 礼儀正しい平尾小」を合い言葉に一歩前進し，
目標をもち，何事にも積極的に挑戦する指導を進め，よさを伸ばし，確かな学力の向上や自ら学び主
体的に行動する態度の育成を図る。

(３) 教育課題解決に向けて全職員の共通理解と協働態勢を基盤として，業務改善の視点も生かしたカリ
キュラム・マネジメントの確立や校務分掌の機能化を図り，教育目標の具現化をめざす。

（４） 土曜授業においては年３回程度までとし，保護者，地域，関係団体との連携を強め，土曜日に実施
することの利点を生かすなど，社会全体での教育力の向上にも努める。

（５） 挨拶や教育環境の整備・美化に努め，礼儀正しく，整然とした潤いのある学校づくりを進める。
（６） 家庭・地域社会との連携を図り，地域に開かれた特色ある学校づくりを進める。
（７） 教職員評価制度（業績評価・能力評価）に基づき，教職員の資質能力の向上を図る。
（８） 学校評価を実施し，結果の説明や公表を行い，信頼され，開かれた学校づくりを進める。

３ 学校教育目標

共に学び 共に高め合い 共に伸びる 平尾っ子の育成
《校訓》 かしこく やさしく たくましく

４ 具体的な目標
(1) めざす子供像 (2) めざす学校像

かしこく 一人一人が輝く学校＝平尾小はみんなでつくる
○ 自分に合う学び方を見つけて，より
よい生活のために学びを生かす子供 ○ 学ぶ喜びと居場所のある楽しい学校
やさしく ○ 美しく整備された明るい学校
○ 夢をもち，様々な体験や交流，多様 ○ 子供一人一人の個性や特性を生かし伸ばす学校
な考え方を通して学ぶ子供 ○ 自分（あなた）らしく心地よく過ごせる学校
たくましく ○ 家庭・地域から信頼される学校
○ しなやかな心と体をもち，失敗を次
に生かすことのできる子供

(3) めざす教職員像 子供と共に成長する教職員
○ 日々の研鑽に努め，授業で勝負する指導力のある教職員
○ 子供や保護者に寄り添い，子供一人一人の個性や特性（よさ）を生かし伸ばす教職員
○ 全校的立場に立ち，職責感や使命感に徹する教職員
○ 率先垂範・師弟同行で子供と共に実践する教職員
○ 児童，保護者，地域との信頼関係の構築に努める教職員

５ 教育課題（重点課題） ～全教育活動における特別支援教育，道徳教育，人権教育の推進と充実を基盤に～

（１） 確かな学力の定着
（教科・領域等横断的教育活動の展開，主体的・対話的で深い学びや学習者主体の授業づくり，個に応じた家庭学習の習慣化）

（２） 夢をもち，体験・感動する豊かな心の育成（基本的な生活習慣の育成，社会性や自治能力の向上，読書活動の充実）
（３） たくましい心と体の育成（保健指導の推進，体力つくり，失敗を生かす）
（４） 特色ある教育活動の推進（ふるさと教育の充実，夢へ向かう自律・自立への取組）
６ 学校・家庭・地域の連携，関係機関との協働体制の確立
（１） 地域に根ざし，地域に開かれた教育活動を推進するため，学校・家庭・地域・関係機関との連携

協働体制の確立に努める。
（２） 教育の原点である家庭の役割について再認識し，ＰＴＡ活動や家庭教育学級の充実に努める。（「食

育」「一家庭一家訓」「我が家の教育の日」の設定）
（３） 基本的生活習慣に対する関心を高め，学校・家庭・地域・関係機関との連携・協力体制のもとに，

心身の健康つくりに努める。
（４） 子供の安全確保のために，危機意識をもち，学校・家庭・地域・関係機関との連携強化に努める。



１ 学 校 経 営 グ ラ ン ド デ ザ イ ン

学 校 教 育 目 標

共に学び 共に高め合い 共に伸びる 平尾っ子の育成

キーワード「 自律・自立 」
ñ

元気いっぱい 明るい笑顔 一校一改善
礼儀正しい平尾小 「あいさつ・返事・言葉」

【 めざす学校像 】 【 めざす子供像 】 【 めざす教職員像 】
○ 一人一人の子供が輝く １ かしこく ○ 子供と共に成長する教師

学校 自分に合う学び方を見つけて，よりよい １ 日々の研鑽に努め，
「平尾小はみんなでつくる」 生活のために学びを生かす子供 授業で勝負！
１ 学ぶ喜びと居場所のあ ２ 子供や保護者に寄り
る楽しい学校 添い，児童一人一人の
２ 美しく整備された明る ２ やさしく 個性や特性（よさ）を
い学校 夢をもち，様々な体験や交流，多様な考 生かし伸ばす！
３ 子供一人一人の個性や え方を通して学ぶ子供 ３ 全校的立場で職責感
特性を生かし伸ばす学校 や使命感に徹する！
４ 自分（あなた）らしく ４ 率先垂範・師弟同行
心地よく過ごせる学校 ３ たくましく で子供と共に実践！
（ルール，学校生活のＵＤ化） しなやかな心と体をもち，失敗や経験を ５ 児童，保護者，地域

５ 家庭・地域から信頼さ 次に生かすことのできる子供 との信頼関係の構築に
れる学校 努める！

「 夢 へ 向 か う 自 律 ･自 立 」 へ の 確 か な 教 育 実 践

教育目標具現化のための学級経営の充実

教育課題１ 教育課題２ 教育課題３ 教育課題４
１ 確かな学力の定着 ２ 夢をもち感動する ３ たくましい心と体 ４ 特色ある教育活動
重点課題 豊かな心の育成 の育成 の推進
○ 主体的・対話的に学び 重点課題 重点課題 重点課題
合う授業や学習者主体の ○ 基本的な生活習慣 ○ 保健指導の推進， ○ ふるさと教育の充
授業等の改善，家庭学習 の育成，読書活動の 体力つくり(歩育の推進) 実，自律・自立に向
の習慣化 充実 〈一事徹底項目〉 けた取組の推進
〈一事徹底項目〉 〈一事徹底項目〉 【歯と口の健康づくり】 〈一事徹底項目〉
【思考力・判断力・表 【笑顔で挨拶･元気な返事】 【一校一運動；縄跳び 【郷土人材の活用】
現力を育む場の設定】 【音読・読書の日常化】 運動】 【新聞投稿・俳句作り】
【１日１５分間音読や読書】

(1) アウトプットを意 (1) メディアとのつ (1) 保健指導及び給 (1) キャリア教育の充
識した学び合いの場 きあい方探求～家 食指導の推進 実

(2) 地域人材やゲスト 庭との連携～ ☆う歯治療率の向上 (2) キャリアパスポー
ティーチャーの活用 (2) 読書の幅を広げ (2) 教科体育の充実 トの活用

(3) 効果的なＩＣＴ活 る活動の充実 と継続的な体力・ (3) 家庭，地域と協働
用，目的に応じた学 (3) 自他を大切にす 気力つくり した教育活動の推進
習形態の工夫 る人権同和教育， (3) 安全指導の徹底 (4) 様々な体験活動や
(4) 家庭と連携した学 特別支援教育，道 (4) 汗と美しい環境 交流の充実
習習慣の定着 徳教育の充実 を喜ぶ心の育成 (5) 全校（学級）ＳＳ

(4) 体験活動の充実 (5) 社会性やコミュ Ｔの活性化
(5) ゲストティーチ ニケーション能力 (6) 平尾教育研究会，学

ャーの招聘 の育成 校運営協議会との連携



Ⅲ 努力点と具体策
努 力 点 具 体 的 な 方 策

(1) 学校経営 ア 学校の教育課題（確かな学力の向上等）の的確な把握・解決
○ 日々の実践に生かす学校評価の実施，結果の分析，解決策

学 特別支援教育，道徳教育，人権 の着実な実践，公表～ＰＤＣＡサイクルの確立～
教育の推進や充実と，その視点 イ 教育課程実施と評価・改善
を生かした全教育活動の展開 ○ 学習指導要領完全実施，各教科・領域の評価の在り方

校 ○ 学校，児童，保護者，地域一体の学校評価の工夫改善
ウ 校務分掌の機能化
○ 主任，係との連携強化及び協働態勢の確立

経 ○ 校務支援システム等による事務の簡素化
エ 学級経営の充実
○ 学校教育目標の具現化を目指した学級経営と計画的実践

営 ○ 社会性やコミュニケーション能力の向上
○ 個々のよさを引き出し伸ばす環境づくり
○ 学習環境の整備と充実～学校生活のＵＤ化～
○ 家庭との連携の日常化

オ 生きる力を育むための一校一改善の取組
○ １日１５分読書と音読
〇 人権意識の向上「肯定的な言葉かけ」

カ 特色ある学校づくり
○ 俳句タイム，新聞投稿，読書指導と音読発表，ＩＣＴ活用
○ ふるさと教育の推進（素材・人材の活用）

キ 教職員としてモラルを高める服務研修の推進
○ 服務規律の厳正確保（年間計画作成，事例研修等）
○ 服務ファイルの積極的な活用

(1) 学業指導の徹底 ア 学習のきまりの徹底
○ ６年間共通して実践する学習のきまりの明確化と実践

確 ○「きく」（聞・聴・訊）態度 イ 学ぶことの楽しさや達成感をもたせる工夫
・力の定着 ○ チャイムで始まりチャイムで終わる授業

か ○ 基礎・基本の定着と個に応じた指導の充実(ＩＣＴ活用等)
〇 個に応じた，個に届く称賛と励まし

な (2) 主体的・対話的に学び合う ア 北薩の授業づくり３ポイントの推進
授業や学習者主体の授業等の （①目標の明確化②子どもが選ぶ・決める学び③振り返りの充実）

学 改善 ○ 板書の構造化，学習の過程の可視化
イ 各教科等の学び合いの場における言語活動の充実を図る指導

力 数値目標 過程の工夫・実践～アウトプットを意識して～
○ かごしま学力 webシステ ウ 目的を明確にしたペア，グループ活動等の学習形態の工夫

の ム実施率１００％ エ「学びの羅針盤」の積極的な活用
○ NRT（アンダ－０をめざして） オ webシステム等の良問の活用

定 ○ 鹿児島学力・学習状況調査 カ 諸学力検査等の分析で課題の明確化と指導の充実
平均通過率県以上（＋１） ○ 習熟度別指導の工夫，個人カルテの活用（NRT，鹿児島学

着 ○ 全国学力・学習状況調査 力・学習状況調査，全国学力学習状況調査）
国・算・理全国平均正答率 ○ 過去問題と解説書の活用
以上（＋１） ○ 学力向上対策問題・資料やサイトの活用

○ 教科の単元テスト平均８０ キ「読み・書き・計算」及び表現力の向上
点以上 ○ 算数の活用力問題への挑戦，音読発表

○ 各種コンクールや新聞投稿への挑戦
キ 体験的学習や問題解決的な学習の推進，操作活動の充実，ICT
の効果的な活用，オンライン学習の推進

ク ＳＣ，ＳＳＷ，外部講師や機関等との連携
(3) 主体的な学習習慣の定着 ア 学習意欲を高め，学習内容を定着させる家庭学習の充実
数値目標 ○ 適切な宅習課題と見届け，家庭学習の手引きの活用
○ 家庭学習（低４０分以上中 ○ 家庭学習協調週間の取組の充実
５０分以上高６０分以上） ○ 小中連携の充実

(4) 授業改善 ア 校内研修計画の策定と全職員の共通理解とテーマ及び個人
研修の推進
○ 全国学力・学習状況調査及び鹿児島学習定着度調査，各種
検査等の結果分析と活用
○ 授業を通した実践研究の推進と外部講師の招聘，校外研修
への積極的な参加



イ 指導力の向上等を目指す研修の推進
○ 研究授業，相互授業参観，授業研究の工夫
○ 各種研修会や公開等へのの積極的な参加
○ 地区教育論文への積極的な応募

(1) 基本的な生活習慣の定着 ア 年間生活指導の重点目標設定，礼儀正しい生活の習慣化と見
数値目標 届け，語先後礼

夢 ○ 先手挨拶できる子供 イ 基本的な学習のルールやしつけの徹底
９０％ （「聞く」態度や力の向上，発表話形，話合い）

ウ 生徒指導月例点検を基に指導の徹底
を ○ 月曜日の会議・研修前の生徒指導連絡会で共通理解・実践

エ 物や植物を大事にする指導の充実
オ 家庭との連携「早寝・早起き・朝ご飯，歩いて登校(歩育)」

も 〇 ＰＴＡと連携したメディアに関する各家庭のルールの設定
カ みんなで育てる北薩っ子５つの実践との連動

ち ① 心をこめて，元気よくあいさつ
② はきもののかかとそろえ
③ 進んで手伝い
④ 進んで体力づくり

感 ⑤ 早寝・早起き・朝ごはん
(2) 思いやりの心の育成 ア 「考え・議論する道徳」の場の設定
数値目標 ○ 全教育活動での道徳教育及び道徳指導の取組

動 ○ 「考え，議論する道徳」 ○ 道徳の年間指導計画の推進
の実施(１００％) イ 飼育栽培等による生命の尊さや思いやりの心の育成

〇 肯定的な言葉かけ ○ 種まき，苗の移植，除草等の作業，小動物の世話等
す （９０％） ○ 教児一体となった縦割りによる清掃指導の徹底

ウ 福祉教育とボランティア活動等感動体験の推進
○ 高学年によるボランティア活動（挨拶・清掃）の継続

る ○ 保育園，や高齢者，地域の施設等との交流
エ 個性を大切にする教育活動の推進「自分の中の一番」の取組
〇 自己指導能力や自治の力の向上

豊 ○ 「長島の子」の表彰
(3) 自他を大切にする人権同和 ア 全教育活動で生命尊重の教育の推進

教育と生命尊重教育等の充実 イ 「命の教育」の取組充実
数値目標 ウ 自他のよさを知り，認め合う学級づくりの推進

か ○ 人権同和教育に関する研修 ○ 人権同和教育の視点に立った授業の実践
年３回以上 １００％ ○ 人権週間県の取組の充実，人権同和教育資料の活用

エ 一人一人の「よさ」を認め合う場つくりの工夫
な 自分を大切にし， ○ その子に合った褒める教育の推進

自分を好きになる子供 ○ 意見発表の場の設定，諸コンクール等への積極的な応募
オ 自分の行動を律する自己指導力の向上

心 数値目標 カ 特別活動を通した異学年，同学年活動による望ましい人間関
〇 不登校０ 係の育成（成就感，所属感のある学級づくり）教児同行
〇 いじめの傍観者を減らす ○ 学級活動，運動会，遠足等

の １００％ キ 全職員による生徒指導態勢の確立と実践
○ 心の教育推進委員会の機能化【月曜日の会議・研修前】

「安心・安全な居場所づくり」 ○ いじめ，不登校，体罰等の毎月の調査の実施
育 ○ 教育相談の充実（定期相談と児童への随時相談の実施）

ク 該当児童等に関する実態把握と継続指導
○ 町家庭教育相談員との連携

成 (4) 読書活動の充実 ア 図書室利用指導の徹底や読書活動の推進
数値目標 （地区読書量目標） ○ 読書意欲の喚起（個人目標冊数の設定）
○ 年間目標全員達成１００％ イ 多読や朝の読書の充実と読書の質の向上
低－１３０冊以上中－１２０冊 ウ 教児共に浸る校内読書旬間の充実(６月，１１月，２月)
以上高－１００冊以上 エ 読書環境整備と図書の計画的購入

(5) 特別支援教育の推進 ア 校内支援委員会の充実と機能化
イ 子供一人一人のつまづきや困り感の把握とチーム支援
ウ 個別の指導計画，教育支援計画，移行支援シートの作成と指
導の充実

エ 特性を見立てた個別指導の充実
オ 特別支援教育の正しい理解と専門的な研修，理解啓発



カ 専門的研修（各種研修会への参加，校内研修）

(1) 保健指導及び給食指導の推 ア 保健指導の充実
進 ○ 歯と口の健康づくり（フッ化洗口等）と疾病治療の推進

た 数値目標 ○ 心の健康等の日常観察と役割分担による指導
○ 歯と口の健康推進 ○ メディアとの前向きなつきあい方に関する啓発（学校保健

く むし歯治療率８５％以上 委員会との連携）
○ 朝食摂取率１００％ イ 性に関する指導，薬物乱用防止，がん教育の推進

ま ○ 指導の充実と評価と指導計画の改善
ウ 楽しい給食と食育指導の実践と評価

し (2) 教科体育の充実と継続的な ア 運動の楽しさを味わう学習指導法の工夫と改善
気力・体力つくりの実施 ○ 分かる・できる体育，補強運動の充実

い ○ 運動量を確保した体育指導
イ 体力・運動能力調査の結果分析とその活用

心 数値目標 ウ 一校一運動の推進（なわ跳び）
○ 全学年県ベスト１０以内 エ チャレンジかごしまへの挑戦（短縄・長縄エイトマン）

と (3) 安全指導の徹底 ア 危険予知能力及び危険回避能力の育成
○ 防火防災教育の充実と避難訓練の実施，改善

体 「自分の命は自分で守る」 ○ 土砂災害に関する避難確保(実践的な避難訓練)
○ 安全な通学路確保と交通事故防止（危険箇所マップの見直し）

の ○ 安全管理の徹底（確実な安全点検と対応，児童と共に行う
安全点検の実施）

育 ○ 関係機関との連携
(4) 汗と美しい環境を喜ぶ心の ア 一人一鉢運動の展開

成 育成 イ 校舎内外の緑化推進（グリーンタイム）
ウ 清掃作業の指導の充実徹底
○ そうじの仕方（科学的に，みんなのために）
○ ボランティア活動を自ら行う児童の育成，充実

エ 教室や校内の効果的な設営と掲示教育の充実
(5) キャリア教育の推進 ア 夢の実現に向けての挑戦で，キャリア教育の充実

ゲストティーチャー活用 ○ 将来の夢や目標達成，豊かな生活のためのコミュニケ－シ
年５回以上 ョン能力の育成

○ 生活科・社会科・総合的な学習の時間における見学等やゲ
ストティーチャーの招聘

特 (1) ふるさと教育の充実 ア 郷土のよさや素材・人材の発掘と活用
イ 郷土教育の資料の収集・整備と活用

色 平尾小が大好き， ウ 郷土の行事への参加と郷土愛の育成
平尾が大好き， エ 異文化とのふれあいの場の設定

あ 長島が大好き オ ふるさと長島・平尾に関する情報発信の場と方法の工夫
(2) 家庭・地域との連携による ア 開かれた学校づくりの充実

る 教育活動の推進 ○ ＰＴＡ・校区公民館・関係機関等との協力態勢の確立
数値目標 〇 コミュニティースクール（学校運営協議会）の活性化

教 ○ 学級ＰＴＡ出席８０％以 ○ 教科，総合的な学習の時間等における地域人材活用
上 ○ 三者連携，協力による学校運営の改善（学校評価）

育 ○ 学級ＰＴＡと教育相談の充実
○ 学校だより，学級だよりの発行

活 ○ 保・小・中連携の推進
◎ 創立１５０周年に向けた実行委員会の設置と計画・運営

(3) 夢へ向かう自律・自立のた ア 夢へ向かう自律・自立のために
動 めの取組の充実 ○ 長島検定，ジュニア検定

合い言葉「その気にさせる，のせる」 〇 交流や体験の場の充実
の 数値目標 ９０％以上 イ 自己有用感，受援力，自己肯定感の向上

○ 各種コンクール出品と新 〇 学習内容の発表の場の設定
推 聞投稿を年間一人１回 ○ 新聞投稿，各種コンクール，音読発表，俳句づくり

ウ 委員会活動，学級活動を軸に
進 ○ 「ラッキーアイテム 元気なあいさつ」運動

○ チャレンジかごしま長縄エイトマン全学年ベスト１０以内


